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何を目指しているのか

• 「市民による自助、共助が大切 」と言いつつ、現状
では、行政依存の傾向強し。

• 市民が、自立して災害に立ち向かえるように。

• 「行政は何をしてくれる？」から、「共にがんばりまし
ょう」の関係へ。
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「地域防災カルテ」をどのように活用？

• 市民の危機意識共有の手段として。

• 地域の課題共有の手段として。

• 地域の課題解決方法や、その進捗状況共有の手段
として。

• 従来の「防災カルテ」は、行政が作成し配布。

• その方法をあらため、地域住民が作成・更新するカ
ルテを試行。



地区防災カルテ活用の目的

防災・減災を考える時、地区の違いは対策（取組み）の違いとなるた

め、まず地区の現状・課題を把握することが大切

⇒地区の現状・課題を知り、対策を考えるための記録が地区防災カルテ

（参考）病院のカルテ［医療録］は病状・検査結果・診療内容等を記録したもの

1. 行政での活用

① 地区の現状・課題からどういう対策（政策・支援）を行うかを検討するための資

料

② 地区住民への啓発資料

2. 地区での活用

① 地区の現状・課題からどういう対策（個人・地域）を進めるかを考える資料

② 住民の共通認識を深めるための資料

③ カルテの更新により課題がどう改善されたか確認しながら対策を進める達成度を

確認する資料

⇒地区住民が「自分事」として主体的に考えることが大切
そのために、地区を知る(現状確認)ことから始める材料として
「地区防災カルテ」の作成に取り組む視点が重要



地区防災カルテとは

愛知県内の事例

豊橋市、豊川市、瀬戸市、西尾市、岡崎市、安城市、知立市、豊田市

の8自治体で作成

一定のまとまりのある地区を単位とした災害リスク、地区の現状を
記載し、課題を明らかにしたもの



愛知県内の地区防災カルテ（8自治体）



[例]知立市の地区防災カルテ(1)
知立の歴史 知立の地震被害

地震について 小学校区について



[例]知立市の地区防災カルテ(2)
小学校区の概要 被害予測

小学校区の防災施設



[例]知立市の地区防災カルテ(3)
まち歩きマップ



地区防災カルテの取組みの進め方(提案)

1.役員による課題出し
ポストイットを使って課
題出しを行い整理

2.課題整理
課題をハード/ソフト、自
助/共助/公助などに整理

3.調査事項整理
各家庭に聞きたい事項を
整理し、アンケート作成

4.アンケート調査
アンケート調査実施、集
計・分析

5.取組み方針検討
取組み課題と方策検討

6.地区防災カルテ作成
課題と方策等を入れたカ
ルテを作成

7.一部取組み着手
（地区防災計画検討）
学習会やまち歩きなどを
実施しつつ住民啓発

カルテを活用

自助・共助・公助の視点
ハード対策・ソフト対策

団体調査
研究として
団体の地域
力について
調査(大学)



モデル地区

幸田町深溝学区 稲沢市下津地区

名古屋市桜学区 稲沢市小正地区











稲沢市下津地区アンケート結果



稲沢市下津地区アンケート結果



稲沢市下津地区アンケート結果



地区防災カルテの構成

自宅や家族の備え

• 建物の耐震性、家具固定

• 食料や水の備蓄

• 避難場所や連絡方法

地域の備え

• 避難所の準備/運営

• 住民意識啓発

• 助け合いの体制

まちの備え

• 危険箇所の改善

• 一時避難場所等の確保

• 情報伝達手段の確保

地区の
ハザード

• 震度

• 液状化

• 津波

• 土砂災害

• 洪水/内水

地区の
取り組み方針

• 啓発

• 訓練

• 整備

• しくみ

• 連携

地区の概要

• 人口/世帯等

地区の現状 備えの現状 取り組み方針









地域の組織（モデル地区）

自治体 幸田町 稲沢市 名古屋市

小学校数 6 23 262

協議会等 6 9 266

概要 小学校区単位でまと
まり

市民センター・支所単位
にまちづくり推進協議会
を設置

小学校区単位に学区
連絡協議会を設置。統
廃合されても元の学区
で協議会活動維持。
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まとめ

• 地域で住民主体の取り組みのきっかけを作るものと
して、また課題の整理や解決に向けての進捗状況
の把握ツールとして「防災カルテ」を位置づけ、その
作成・活用の取り組みを推進。

• テストフィールドでの取り組みは、道半ば。行政依存
体質を脱却するきざしは見えてきたところもある
が・・・。

• 便利にしすぎない程度に検討やカルテ作成を支援
するツールを提供していきたい。



ありがとうございました


